
タブレット端末を使って
夏休みにしかできない学習に挑戦しよう！

タブレット端末は、「かしこくなるため」の道具です！
・かしこくなる…創造的な活動ができる

情報活用能力を身に付けることができる
習熟・練習問題をどんどんできる など

※おうちの方と力を合わせて、自分の力を高めていきましょう！

芦北町立内野小学校

◎教科書にあるＱＲコードを活用をしよう!
教科書には、多くのＱＲコードが配置されています。

どんな画像や動画が見れるか、読み込んでみましょう。
そして、ロイロノートでみんなに紹介しよう。どんな映
像が見れるかな？

◎キーボード入力を鍛えよう！
「プレイグラムタイピング」や「キーボー島アドベ
ンチャー」のサイトを利用して、入力スキルを高め
よう。毎日10分続けることで、確実にレベルアップ
していきます。

◎ドリル・習熟・練習問題を活用しよう!
eライブラリを使って、1学期の学習を復習しよう。また、
次のサイトを利用して、ノートに問題を解くこともできま
すね。苦手を克服して、得意を伸ばしていくチャンスです。

ノートに問題を写して解くサイト （検さくしてみよう）
○ちびむすドリル小学生（対象）小学1～6年生
○すきるまドリル（対象）小学1～6年生
○ぷりんときっず（対象）小学1～6年生

◎いろんな映像教材を活用しよう!
○NHK for School （対象）小学1～中学3年生～一般
○19ch.tv        （対象）小学3～中学3年生
○休校中の子どもたちにぜひ見てほしい科学技術の面白コンテンツ

https://jacst.gitlab.io/kids/

◎インタラックオリジナル教材を活用しよう!
児童生徒向けビデオ教材
https://www.youtube.com/channel/UCHnC0S76UZZT6Dy9u3s62OQ/

家庭学習用教材
http://www.interac.co.jp/teaching_material/

【対象】小学３年生～中学3年生
【コメント】動画や歌、ワークシートを使って外国語を学習できます。動画は随時追加されます。

https://www.youtube.com/channel/UCHnC0S76UZZT6Dy9u3s62OQ/
http://www.interac.co.jp/teaching_material/


【タブレット端末使用時の注意点】
●タブレット端末を使うときは、姿勢をよくし、目を３０ｃｍ以上離す。
●３０分に１回は、タブレット端末から目を離す。
（例；画面から目を離し、２０秒以上遠くを見る。）
●ぐっすり寝るために、寝る１時間前からタブレット端末は使わない。
●長時間の使用は、目に負担をかけます。目を大切にします。（時間を決めて使
用する。遠くを見たり、目が乾かないようにまばたきをする。）
●インターネットに接続したときには、不適切なサイトの閲覧や写真や言葉の投
稿を行わない。
●使用時間や使用時間帯など、ルールを決めて使う。
●タブレット端末を大切に扱い、故障や破損があれば、すぐに学校に連絡をする。

◎情報モラルを学ぼう!
○ネット社会の歩き方
○事例で学ぶNetモラル
○STEAM library

http://www2.japet.or.jp/net-walk/

○学び方は無限大（∞）
学び方は、数多くあります。みなさんが、「こんなことがしたい」「こういうも
のを創りたい」と思ったことができるのがタブレット端末です。いくつか例を紹介
しますが、それらは、正解ではありません。みなさんの活用の中から、「これかし
こくなれそう」「この学び方をみんなに教えたい」「この学び方だと、よりよい自
分になれそう」といったものを、ぜひ見つけてほしいと思います。

タブレット端末の活用には、おうちの方々の協力が不可欠で
す。確認や声掛けを行いながら、取り組みを進めてください。
困った時や相談したいときには、学校にご連絡ください。芦北
の未来を創るのは、子どもたちです。よろしくお願いします。

家庭のご協力のお願い

※困ったことや不明な点等がありましたら、学校（86-1836）に
お尋ねください。ヘルプデスク（平日；９～１６時）を開設し、対応し
ます。担当が出張等ですぐに対応できない場合もあります。ご承
知おきください。
※タブレット端末を破損した場合…学校にお知らせください。状況を把握し、判断します。
〇故意…費用の全額 〇それ以外…費用の半額
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〇Webの閲覧について
フィルタリングを行っています。
また、閲覧履歴などは
消去できませんので、
使用状況は把握でき
ます。

〇端末の仕様について使用できるアプリ
は、一括管理しています。個人でイン.ス
トールすることはできないよ
うに設定しています。不審な
アプリを見付けたときには、

学校へお知らせください。

https://www.hirokyou.co.jp/netmoral/products/netmor
al/taikenban.php

GIGAスクール時代のテクノロジーとメディア ～デジタル・シティズンシップ

から考える創造活動と学びの社会化


